
平成１７年度丹後広域振興局の運営目標

丹後地域振興計画事項 台風２３号による被災箇所の早期復旧と地域防災体制の整備

○台風２３号関連の本格的な災害復旧と予防対策を最優先で実施します。

・道路：主要道路の通行規制箇所２０箇所を平成18年3月末までに順次解消

・河川：予防対策を含めた計画的取組を実施(大手川河川激甚災害対策特別緊急事業など)

・農地：今期の作付不能農地(126箇所:51ha)を来年作付時までに全て耕作可能状態に復旧

・林地崩壊対策：民家近くなど府民生活に直接影響の大きい箇所から重点復旧整備

○府民の安心・安全を確保するため、災害時における総合的な地域防災体制を強化します。

・災害時における情報収集・伝達、初動・応急体制などの強化

・関係行政機関との効果的な連携のための防災マニュアルの作成

・市町のハザードマップ作成等の支援

・関係行政機関(市町、警察等)や地域(消防団、自主防災組織等)と連携した合同情報伝達訓

練の実施

丹後地域振興計画事項 「丹後活動プラン」に基づく地域戦略の具体的展開

○観光・交流人口の増加と「期間定住」を視野に入れ、市町との協働により地域戦略推進事業

を実施します。

・新しい魅力を引き出し誘客を増やす取り組み【リフレッシュエリア丹後推進調査事業等】

・ 健康・癒し」に関連する地域資源を調査・整理し 「リフレッシュエリア丹「 、

後（仮称）ビジョン」骨格案を作成

・ 新たな視点での地域資源の発掘とモデルエリアの選定（観光ルートの開発）

・ 農のあるくらし」による都市住民との交流、期間定住の実現「

・都市住民等に提供可能な空家・空地、農地情報の収集と受入体制の整備

・モデル地区の決定と都市住民への募集開始

○織物産地としての可能性の追求と機械金属業の高いポテンシャルを生かす事業を実施しま

す。

・丹後ちりめん紹介の外国語サイトの開設、貿易実務に精通したアドバイザーの設置

・産学公連携による商品開発・技術開発

○「丹後活動プラン推進委員会(仮称)」を設置し、オープンな議論のもとで、プランの進行管

理と今後の方向を決定していきます。

・総合的な推進機関として位置付け、学識経験者等で構成

・ たんご活動プランニュース」(年２回発行：管内全戸配布)やホームページ等により、進「

捗状況を公表し、より多くの府民意見を施策へ反映



丹後地域振興計画事項 地域での生活や活動を支える条件整備と域内外の交流を活発にする基盤の

整備

○地域高規格道路の延伸と国道178号（府中道路）等幹線道路、生活関連道路の改良を実施し

ます。

・鳥取豊岡宮津自動車道の「野田川大宮間」の早期着工に向けた事業実施（着工準備費約１

億円計上、都市計画決定の変更）

・府民要望の高い管内の国道、主要地方道等の改良整備と約20路線の生活関連道路の1.5

車線的道路整備の計画的着手

○市町による生活交通ネットワーク整備への支援、北近畿タンゴ鉄道の利活用促進を行うとと

もに、観光面での新たなアクセス手段・ルートを構築します。

・各市町が取り組む効果的・効率的な地域の生活交通ネットワーク整備への支援

・生活や観光など多面的な視点からの北近畿タンゴ鉄道の利活用促進

・観光振興面での戦略的な視点も加え、海上も視野に入れた、民間活用による新たなアクセ

ス手段・ルートづくりの構築

○地域施策での協働を進めるため、ＮＰＯ等の育成・支援を行います。

・行政とＮＰＯ、ＮＰＯ相互間の情報交換や交流の場として、協働推進拠点を提供

・活動力が低下している地域コミュニティを様々な分野から支えるＮＰＯ等の育成と連携

丹後地域振興計画事項 管内市町との連携強化による地域施策の実施

○府民ニーズを的確に捉え、施策面での協働を進めるため、市町との連携をより強化します。

・府民ニーズをより効果的・効率的に実現するため、未来づくり交付金、未来づくり資金等

を積極的に活用

○市町と府の役割分担を踏まえ、新たな時代に対応した基礎的自治体としてより充実した機能

が発揮できるよう、積極的な支援を行います。

・管内２市４町のそれぞれの自治体の立場と要請に応じて、今後の行財政体制のあり方を検

討していく場の設定や必要な情報等の提供などの支援


